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「障がい者スポーツって面白い‼」 
 平成 31年 1月 27日（日）、徳島県立障がい者交流プラザにて、徳島県障がい者スポーツ 2周年記念事業「2019
頑張るんじょ！とくしまパラスポーツフェスティバル」を開催しました。 
 オープニングセレモニーは、スペシャルオリンピックス日本・徳島のアスリートによる元気いっぱいのダン
スからはじまり、会場は華やかな雰囲気に包まれました。 
パラクライミング世界選手権 B-１クラス３連覇の小林幸一郎氏（NPO法人モンキーマジック代表）をはじめ、

北京・ロンドンパラリンピック車いすテニス日本代表の岡部裕子氏、徳島県を代表するパラアスリートを招聘
してのトークセッション・各競技のデモンストレーションでは「パラスポーツの魅力」を多くの方に知ってい
ただく素晴らしい機会となりました。 
また、ボルダリング、車いすハンドボール、太極拳、ニュースポーツの体験コーナーでは、子供から大人ま

で、幅広い年齢層の方にご参加いただき、大いに盛り上がりました。 
フェスティバルを開催するにあたり、ご協力いただきました連携団体の皆さま、ご来場いただきました皆さ

ま、ありがとうございました。心よりお礼申し上げます。 
 

  

（太極拳教室）日華里中国武術友好会 様 

（ボルダリング） （車いすハンドボール） 
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スペシャルオリンピックス日本・徳島のアスリートによるダンス。会場が一気に盛り上がりました。 

トークセッション＆デモンストレーション 「パラスポーツの魅力」 

皆でたのしく「USA」ダンス＆「ヤングマン」をおどろう！ 

パラスポーツ＆ニュースポーツ体験 

トークセッションの様子 
NPO法人モンキーマジック代表 
    小林幸一郎 様 
     
 

徳島車いすテニスクラブ様 パッチワーク 様 
城北高等学校女子ハンドボール部様 

徳島車椅子バスケットボールクラブ様 
（実演：車いすテニス） 

 

（実演：車いすバスケットボール） 

 

（実演：車いすハンドボール） 

 

（実演：ボルダリング） 

 

スポーツ体験をする参加者の楽しそうな姿が、たいへん 
印象的でした。 
皆さま、ありがとうございました。 

（ボッチャ教室） （カローリング教室） 
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◇NPO 法人モンキーマジック 

 代表はパラクライミング世界選手権 B-1 クラス３連覇の小林幸一郎氏。「見えない壁だって越えられる。」をコンセ

プトに、フリークライミングを通じて、視覚障害者をはじめとする人々の可能性を大きく広げることを目的とし、活動

しています。 

◇ボルダリングジム Roots 

 手ぶらで来て、気軽にクライミングを楽しむことができる四国最大級の本格 

ボルダリングジム。色々な角度の壁やコースに挑戦して、達成感を味わえます。 

（板野郡藍住町奥野矢上 95-2 088-624-7756） 

◇阿波 ZARU 

障がいの有無や年齢・性別・国籍などの違いに関係なく、多様性を認め合い、クライミングを楽しむ仲間にな

れるイベントを開催しているサークルです。 

    
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳島県障がい者スポーツ協会会長表彰 
 「2019頑張るんじょ！とくしまパラスポーツフェスティバル」のオープニングセレモニーの中で、
小谷会長から、永年に渡り障がい者スポーツの発展と振興に功労があった方へ感謝状の贈呈を行いま
した。また、当協会に関わる事業へ積極的に参加し、熱心に活動された団体への特別功労賞、今後の
飛躍が期待される方に対し、奨励賞を贈呈させていただきました。 

＜感謝状＞ 
箕浦 正將（みのうら ただまさ）様 
藤岡 明美（ふじおか あけみ） 様 
＜奨励賞＞ 
個人１名  
＜特別功労賞＞ 
日亜パラスポーツクラブ 様  

（箕浦 正將 様） （日亜パラスポーツクラブ 様） 

◇徳島車いすテニスクラブ 

 クラブ発足 20 年になり、当クラブからはパラリンピックに出場した岡部選手をはじめ、千葉県

に移住しプロ契約をして、現在も世界を転戦している藤本選手がいます。各選手が活躍できたの

は、日開野監督の優れた指導力によるものです。競技テニスをめざすもヨシ、生涯テニスを楽し

むもヨシです。交流プラザの体育館で毎月第１、３、５の火曜日 19 時から練習をしています。 

◇徳島車椅子バスケットボールクラブ 

 当クラブは、メンバー全員が障害を持っているわけではなく、障害を持っていないメンバーも多数在籍しており、

週に 3～4 回練習をしています。県内の小学校や専門学校への車椅子バスケットボールの講習会を積極的に行って

おり、競技の普及や障害者スポーツの理解を広める活動も行っていきます。障害の有無・年齢・性別・経験を問わず

誰でも参加できますので、是非体験してみてください。 

◇徳島県車椅子ハンドボールチーム「パッチワーク」 

 車椅子ハンドボール競技は、６人のプレーヤーからなる２つのチームが、ボールをゴールポストに投げ入れること

を競う団体競技で、誰もが一緒になって気軽に楽しめるスポーツです。 

 チーム名のパッチワークは「寄せ集め」という意味があります。障がいのある無しに関わらず、みんながスポーツ

の楽しさを実感しながら、明るく元気に練習に励んでいます。 

◇日華里中国武術友好会 

 名前の由来は、日は日本、華は中国、里は故郷という意味で、代表の黄麗氏によって２００４年８月に設立しました。

徳島県内で２０数ヵ所の教室、３００人以上の生徒がおり、中国武当派武術家、中国一級武術審判員の称号がある太

極拳講師黄麗の指導の下に、太極拳やカンフーなどを練習しています。年間を通して楽しいイベントを行っており、

日中友好交流活動も参加しています。 

団 体 紹 介 
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平成３０年度 活 動 報 告 

○地域出張スポーツ教室 
 県南、県央、県西の各圏域でスポーツ教室を開催しました。各競技を体験し、興味を持たれた方も多く、
その後の大会への参加に繋がっています。今後も障がい者スポーツの普及促進に努めていきます。 
＜種目＞ボッチャ教室、フライングディスク教室、カローリング教室（各圏域１回ずつ計９回） 
 
○支援学校バスケットボールクラブ選手育成・交流試合の開催 
 板野支援学校、国府支援学校、池田支援学校、池田支援学校美馬分校の４校を対象に、個々の体力・技術
向上を狙い、合同練習会等を開催し、その成果を披露する場として交流試合を行いました。 
 他校との関わりは、生徒たちにとって大変良い刺激となったようです。のびのびとしたプレーが印象的で
した。 

初級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

団体競技サポート強化事業 

平成３１年２月２日（土）、３日（日）、９日（土）、１０日（日）の４日間、日本障がい者スポーツ協
会公認「初級障がい者スポーツ指導員養成講習会」を開催し、２8名の方が受講されました。 
地域の障がい者スポーツを支える、今後の活躍が期待されます。 

（講義） 
障がい者福祉施策と障がい者スポーツ 

（実技：グランドソフトボール） 
障がい者との交流 

 

（実技：ボッチャ） 
障がい者との交流 

 

全国障害者スポーツ大会中国・四国ブロック予選会の突破を目標に、６競技団体のチームに対して、
専門性のあるスタッフを定期的に派遣し、競技力の向上・育成を目指しました。 

 
第１８回全国障害者スポーツ大会中国・四国ブロック予選会結果 
・視覚障がい グランドソフトボール競技 優勝（６年ぶり２２回目の全国大会出場）  
・聴覚障がい バレーボール競技 ３位 
・精神障がい バレーボール競技 初戦敗退 
・身体障がい 車いすバスケットボール競技 初戦敗退 
・知的障がい バスケットボール競技 （男子）２回戦敗退 

（女子）初戦敗退 
・知的障がい ソフトボール競技 初戦敗退 
 
第１８回全国障害者スポーツ大会 

 ・視覚障がい グランドソフトボール競技 ３位 

徳島県障がい者スポーツ推進プロジェクト 

○トレーナー等の派遣 
 鳴門教育大学特別支援学校にて、基本的運動能力の向上に向けたプログラムを定期的に実施しました。 
４月と２月に行われたスポーツテストの結果では、体幹が鍛えられたことによって、全種目で記録を伸ばし
た生徒もおり、著しい成長が見られました。 
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車いすバスケットボールふれあい交流事業 

知って親しむジュニアスポーツ体感事業 

ノーマピック・スポーツ大会をはじめ、当協会が行う大会、イベント、育成事
業等に多大なご協力をいただきました。特設ブースにて選手のケアや相談、専門
的な観点から支援学校での選手育成・指導に関わっていただいております。 
今後もよろしくお願いします。 
＜平成３０年度 依頼実績＞ 
・ノーマピック・スポーツ大会（陸上） 
・2019頑張るんじょ！とくしまパラスポーツフェスティバル 
・車いすバスケットボールふれあい交流大会 
・支援学校での選手育成事業 
・支援学校バスケットボール交流大会 
・知って親しむジュニアスポーツ体感事業 

徳島県トレーナー協会 

（ノーマピック・スポーツ大会） 

（2019フェスティバル） 

 平成３1年２月１０日、徳島県立障がい者交流プラザ体育館におきまして、車いすバスケットボールふれ
あい交流大会を開催しました。鳥取アローズ、四国連合、徳島車椅子バスケットボールクラブに参加いただ
き、３チームによるリーグ戦を行いました。車いす操作や速いパスワーク、車いす同士の激しい攻防が魅力
の車いすバスケットボールですが、各選手が躍動感にあふれ、好プレーも多くみられました。 
 鳥取アローズ、四国連合の皆さま、徳島まで遠征していただき、ありがとうございました。 
 また、大会運営にご協力いただきました徳島車椅子バスケットボールクラブ様、徳島県社会人バスケット
ボール連盟の皆さまありがとうございました。 
  ＜試合結果＞ 

１位 四国連合 
  ２位 徳島車椅子バスケットボールクラブ 
  ３位 鳥取アローズ 

障がいのある児童・生徒を対象に学童期からスポーツに親しむ環境
づくりや、「親しむ」から「育成」へ発展させることを目的に、徳島県
トレーナー協会指導のもと、県内の学校にモデル校としてご協力いた
だき、サーキットトレーニングプログラムの作成に取り組みました。
レベルに合ったトレーニングをすることにより、集中力も高まり、心
身に良い効果が期待できます。子供たちの明るい笑顔の中、授業を行
うことが出来ました。 
ご協力いただき、ありがとうございました。 

＜お問い合わせ先＞ 
〒779-3105 徳島県徳島市国府町東高輪 356-1 専門学校健祥会学園内 徳島県トレーナー協会事務局 
       TEL:088-642-9666  ※ホームページ有。徳島県トレーナー協会で検索してください。 
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平成３１年度 行 事 予 定  
 

年間スケジュール 

月 日 曜日 行 事 会 場 

4月 １２ 金 ノーマピック・スポーツ大会申込み締切  

5月 

１１ 土 
ノーマピック・スポーツ大会 
（陸上・フライングディスク） 

鳴門・大塚スポーツパーク 

１８ 土 
ノーマピック・スポーツ大会 
（サウンドテーブルテニス・ボウリング） 

障がい者交流プラザ体育館 
スエヒロボウル 

１９ 日 ノーマピック・スポーツ大会（卓球・水泳） 障がい者交流プラザ体育館 

25・26 土・日 
第 19回全国障害者スポーツ大会ソフトボール競技 

中国・四国ブロック予選大会 
徳島市民吉野川北岸運動広場 

6月 中旬  第 19回全国障害者スポーツ大会選手選考委員会 障がい者交流プラザ（予定） 
7月 １５ 月（祝） 県央部地域ボッチャ大会 障がい者交流プラザ（予定） 

８月 
中旬  全国障害者スポーツ大会選手団打合せ 障がい者交流プラザ（予定） 
下旬  県南部地域ボッチャ大会 那賀川スポーツセンター（予定） 

９月 
２３ 月（祝） 県西部地域ボッチャ大会 うだつアリーナ（予定） 
下旬  全国障害者スポーツ大会選手団最終打合せ 障がい者交流プラザ（予定） 

１０月 

１０ 木 結団壮行式  出発  
１１ 金 公式練習日 笠松運動公園陸上競技場他 

１２ 土 第１９回全国障害者スポーツ大会１日目（茨城） 笠松運動公園陸上競技場他 
１３ 日 第１９回全国障害者スポーツ大会２日目（茨城） 笠松運動公園陸上競技場他 

１４ 月 第１９回全国障害者スポーツ大会３日目（茨城） 笠松運動公園陸上競技場他 
１５ 火 帰県     解団式  

１１月 
１０ 日 ノーマピック・ボッチャ大会（県大会） 障がい者交流プラザ体育館（予定） 
下旬  ノーマピック・カローリング大会 障がい者交流プラザ体育館（予定） 

１２月 上旬～中旬 障がい者の集い県民大会 障がい者交流プラザ（予定） 

１月 
下旬  障がい者スポーツ普及促進フェスティバル（仮称） 障がい者交流プラザ（予定） 
下旬  全国障害者スポーツ大会記録証交付式 障がい者交流プラザ（予定） 

２月 
上旬  ノーマピック・フライングディスク大会 障がい者交流プラザ体育館（予定） 
中旬～下旬 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会（4日間） 障がい者交流プラザ（予定） 

３月     

※5月開催のノーマピック・スポーツ大会は、１０月開催の第１９回全国障害者スポーツ大会 
（いきいき茨城ゆめ大会）の選考記録会を兼ねて行います。 

 このスケジュールは平成３１年３月現在の予定です。 
・今後決定する予定に関しては、随時広報誌、ホームページ等で掲載します。 
・日程等は変更になる場合もありますので、ご了承ください。 
 

全国障害者スポーツ大会とは？ 

 全国障害者スポーツ大会は、障害のある選手が競技を通して、スポーツの楽しさを体験するとともに、国
民の障害に対する理解を深め、障害者の社会参加の促進に寄与することを目的とした障害者スポーツの全国
的な祭典です。毎年、国民体育大会終了後に開催されます。 
 大会は３日間の会期で開催され、全国から都道府県・指定都市の選手団が参加し、個人競技、団体競技、
オープン競技が実施されます。 
 
  
 

茨城国体承認 第１-１９０号 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1551329079/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9oaXRhY2hpbmFrYS1rb2t1dGFpLmpwL2Fib3V0Lw--/RS=^ADBZQbe1.ZkbWC5YTJiE8qxpdsxKiw-;_ylt=A2RimFO2FXZcdXUAbRyU3uV7
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ノーマピック・スポーツ大会 
 

  この大会は、障がい者の体力の維持増強を図るとともに、自立と社会参加の推進に寄与することを目的に
開催し、全国障害者スポーツ大会の選手選考会を兼ねて毎年５月に実施しています。 

  なお、２０１９年５月の大会から、卓球競技に精神障がい者区分が新たに追加されます。 
 

【参加資格】平成３１年４月１日現在、１３歳以上の身体障がい者並びに知的障がい者、精神障がい者。 
  ・身体障がい者：身体障害者手帳の交付を受けた者 

   ・知的障がい者：療育手帳の交付を受けた者。あるいはその取得の対象に準ずる障がいのある者。 
   ・精神障がい者：精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。あるいはその取得の対象に準ずる障がい

のある者。 
  【競技種目】※障がいによって出場できる競技が異なります。また出場種目は、原則１人１競技１種目と

します。ただし水泳については２種目参加可能です。 
    陸  上（身体、知的、内部） フライングディスク（身体、知的） 

一般卓球（身体、知的、精神） サウンドテーブルテニス（身体） 
水  泳（身体、知的）    ボウリング（知的） 

    ※日程等は p６の年間スケジュール表をご覧ください。 
【参加方法】 

   大会の実施要項をよくご確認の上、参加申し込み用紙に必要事項を記入し、当協会まで FAXまたは郵送
で４月１２日（金）までにお申し込みください。（なお、大会の冊子が必要な場合は、当協会までお問合わ
せ下さい。また、障がい者交流プラザ受付にもご用意しておりますので、ご自由にお持ちください。） 

 
 

ノーマピック・スポーツ大会とは？ 

ノーマピック・スポーツ大会後に開催する選手選考委員会で決定し、代表に選ばれた選手には６月末
日までに事務局からご連絡します。 

個人競技：ノーマピック・スポーツ大会での成績等をもとに選考されます。（アーチェリー競技につ
いては、徳島県身体障害者アーチェリー連盟が主催する「うずしお杯アーチェリー競技
大会」の記録を参考に選考されます。） 

団体競技：中国・四国ブロック予選会を勝ち抜いた県が代表となります。 
そ の 他：打合せ会（２回）、４回程度の強化練習があり、派遣期間は５泊６日の日程になります。 

 
＜個人競技選考基準（一部抜粋）＞ 

  ・ノーマピック・スポーツ大会において、成績上位であり、全国障害者スポーツ大会での活躍が 
期待できるもの。 

・初出場を優先的に選考。 
・連続出場は２年までとし、１年出場しなければ次年度からの出場は可能。 

 

全国障害者スポーツ大会の選手選考について 
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＜正会員・賛助会費納入方法＞ 
〇入会には、入会申込書の提出をお願いします。 
〇会費は、所定の振込用紙（郵便局）でお振込みください。（振込手数料は協会が負担します。） 
〇賛助会員の資格は、会費を納入いただいた年度に限り有効です。 

※詳しくは、当協会までお問い合わせください。 

【正会員：団体・個人】 
・社会福祉法人 徳島県社会福祉事業団 ・社会福祉法人 徳島県身体障害者連合会 ・社会福祉法人 徳島県手をつなぐ育成会 
・徳島県知的障害者福祉協会 ・徳島県精神保健福祉協会 ・一般財団法人 徳島県スポーツ振興財団 
・徳島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 ・徳島県障害者スポーツ指導者協議会 ・徳島県トレーナー協会 
・岡田企画株式会社 ・NPO法人 スペシャルオリンピックス日本・徳島 ・公益財団法人 徳島県体育協会 
・一般財団法人 徳島陸上競技協会 ・徳島県水泳連盟 ・徳島県卓球協会 
・徳島県身体障害者アーチェリー連盟 ・徳島県障害者フライングディスク協会 ・徳島県商工会議所連合会 
・徳島県商工会連合会 ・徳島県中小企業団体中央会 ・徳島県経営者協会 
・一般社団法人 徳島経済同友会 ・一般社団法人 徳島県医師会 ・公益社団法人 徳島県理学療法士会 
・徳島県保健福祉部 ・徳島県県民環境部 ・徳島県教育委員会 
・徳島県特別支援学校長会 ・徳島県市長会 ・徳島県町村会 
・一般社団法人 徳島県歯科医師会 ・日亜化学工業株式会社 ・株式会社阿波銀行 
・公益社団法人 徳島県看護協会 ・徳島ビルメンテナンス協同組合 ・阿部商事株式会社 
・株式会社環境ビルサービス ・菊池産業株式会社 ・有限会社サンビ 
・四国ビル管理株式会社 ・四国ビルメン株式会社 ・総合ビル・メンテム株式会社 
・太平ビルサービス株式会社徳島営業所 ・株式会社ティビィケイ ・株式会社徳島四国ダイケン 
・徳島美装工業株式会社 ・鳴門美装株式会社 ・株式会社泊洋商事 
・本州ビル管理株式会社 ・徳島県精神障害者家族会連合会 ・徳島県ボッチャ協会 
・他１団体 ・板東 周史 ・遠藤 雅己 

【賛助会員】 
・株式会社 旅サポート   
 
    当協会は、関係者間のネットワーク形成を図り、障がい者が日常的にスポーツを楽しむ環境づくりや競技力の向上に取り組むことにより、
総合的な障がい者スポーツの振興を図り、障がい者の健康増進や社会参加を促進する事業を行っていきます。この協会の目的に賛同し、
協会運営に参加・援助していただける正会員・賛助会員を募集します。 

○正会員と賛助会員募集のお知らせ○ 

区分 年会費 
個人会員 １口 １，０００円 
団体会員 １口 ３，０００円 

 

徳島県障がい者スポーツ協会正会員・賛助会員 ※H３１．３月現在（敬称略・順不同） 
あたたかいご支援ありがとうございます  

 

ソーシャルフットボール徳島県代表 ○徳魂（とくたま）○ 活 動 紹 介 
 「徳魂」は、月に 1度、徳島ヴォルティスコーチの指導の下、練習に励んでおり、2016年に開催された

「ソーシャルフットボール四国チャンピオンズリーグ」では初代年間チャンピオンの座に輝きました。 
現在、徳島県では、徳島ヴォルティスの協力の下、徳島県精神科病院協会と徳島県精神保健福祉協会との

共催でフットサル・サッカー交流会を実施しており、ソーシャルフットボール（精神障がい者フットサル）
の活動に取り組んでいます。 

～「徳魂」チームキャプテンから～ 
以前の自分は病気で、運動をするなんて思ってもなかったです。病気がきっかけで

大学も中退し、やることもない毎日を過ごしていました。そんな時、デイで出会った
友人に、「フットサルしてみん？」って誘われました。はじめての大会では、圧倒的
な差を見せつけられて負けました。同じ障がいをもっているはずなのに、すごく悔し
かったのを覚えています。その日を境に、減量とトレーニングを開始しました。大会
でも成果が出るようになって、チームのキャプテンを任されるようになりました。 
フットサルをして、たくさんの人と出会い、支えられていることがわかりました。

人に素直に感謝できるようになりましたし、無くしていた自信を取り戻すことができ
ました。仕事も始め、前向きに取り組もうと思えるようになりました。ちょっとした
きっかけで、自分らしさを取り戻すことができました。僕らをみてフットサル最高！
障がいは乗り越えられるって皆さんが思ってくれれば本当に嬉しいです。 

第１回地域選抜選手権（１１月開催） 

（ミーティングの様子） 
四国チャンピオンズリーグ お問合わせ先▶ 徳島県精神保健福祉協会事務局 TEL：088-621-2225 

http://kouryu-plaza.jp/t-paraspo/

